
2024 年第 7 回関東少年少女ビーチサッカー大会 開催レポート 

2024 年 12 月 2 日 

関東ビーチサッカー連盟 事務局長 岡野大和 

 

１．開催日 2024 年 11 月 30 日(土)～12 月 1 日(日) 

２．会場 鴨川令徳ビーチコート（鴨川令徳高校内） 

３．主催 一般社団法人関東サッカー協会    

４．主管 関東ビーチサッカー連盟技術委員会 

公益社団法人千葉県サッカー協会フットサル委員会ビーチサッカー部会 

５．後援 鴨川市サッカー協会 一般財団法人日本ビーチサッカー連盟 

６．協賛 学校法人令徳学園鴨川令徳高等学校 Senda Athletics 

７．協力 一般社団法人ウェルネスポーツ鴨川 SONNE Kamogawa B.S. 

８．参加チーム／最終順位 

  優勝 ISO SOCCER CLUB  ※U12 フェスティバル（全国大会）出場権獲得 

  準優勝   ヴィオレータフットボールクラブ ※U12 フェスティバル（全国大会）出場権獲得 

  ３位 If Levante FC   ※U12 フェスティバル（全国大会）出場権獲得 

  ４位 クレシエンテ成東 

  ５位 アベーリャス千葉 FC セレソン 

  レーヴェ横浜 kinder 

  ７位 SONNE STERN 

  IFC/LIVENT 

  ９位 アベーリャス千葉 FC ハッサ 

  10 位 ISO SOCCER CLUB セグンド 

  11 位 TAKA BS 

９．日程・組合せ 

グループＡ A1 アベーリャス千葉 FC セレソン (前年 1 位) 千葉① 

A2 IFC/LIVENT   埼玉 

A3 TAKA BS   神奈川 

グループＢ B1 If Levante FC (前年 4 位)  埼玉① 

B2 ISOSOCCERCLUB セグンド 栃木 

B3 クレシエンテ成東  千葉 

グループＣ C1 レーヴェ横浜 kinder  (前年 3 位) 神奈川① 

C2 SONNE STERN   千葉 

C3 ISOSOCCERCLUB サード  栃木 ※辞退により、不戦敗扱い 

グループＤ D1 ISOSOCCERCLUB  栃木 

D2 アベーリャス千葉 FC ハッサ 千葉 

D3 ヴィオレータフットボールクラブ 埼玉 



 

 

 

 

 

 

A1位

アベーリャス千葉FCセレソン QF1

D2位

ヴィオレータFC

SF1

B1位

クレシエンテ成東 QF2

C2位 1位

SONNE STERN F

2位

C1位

レーヴェ横浜 kinder QF3

B2位

If Levante FC

SF2

D1位

ISOSOCCERCLUB QF4

A2位

IFC/LIVENT

11/30(土)

8:45

9:30 A1 アベーリャス千葉FCセレソン vs A2 IFC/LIVENT A3 TAKA BS

10:00 C1 レーヴェ横浜 kinder vs C2 SONNE STERN A1 アベーリャス千葉FCセレソン

10:30 A2 IFC/LIVENT vs A3 TAKA BS C2 SONNE STERN

11:00 C2 SONNE STERN vs C1 レーヴェ横浜 kinder A2 IFC/LIVENT

11:30 A3 TAKA BS vs A1 アベーリャス千葉FCセレソン C1 レーヴェ横浜 kinder

12:00 エキシビション

12:00

12:45 B1 If Levante FC vs B2 ISOSOCCERCLUBセグンド B3 クレシエンテ成東

13:15 D1 ISOSOCCERCLUB vs D2 アベーリャス千葉FCハッサ D3 ヴィオレータFC

13:45 B2 ISOSOCCERCLUBセグンド vs B3 クレシエンテ成東 B1 If Levante FC

14:15 D2 アベーリャス千葉FCハッサ vs D3 ヴィオレータFC D1 ISOSOCCERCLUB

14:45 B3 クレシエンテ成東 vs B1 If Levante FC B2 ISOSOCCERCLUBセグンド

15:15 D3 ヴィオレータFC vs D1 ISOSOCCERCLUB D2 アベーリャス千葉FCハッサ

6分プレーイングタイム3ピリオド制(インターバル2分) ボールパーソン

Aグループ・Cグループ　代表者会議

Bグループ・Dグループ　代表者会議



 

 

 

10．結果及び表彰 

優勝  ISO SOCCER CLUB   賞状・金メダル 

準優勝  ヴィオレータフットボールクラブ  賞状・銀メダル 

３位  If Levante FC    賞状 

  最優秀選手賞 ISO SOCCER CLUB 72 番 市村絢斗 賞状 

  ※上位３チームは、2025 年 3 月開催(兵庫県明石市)の U12 フェスティバル(全国大会)出場権獲得 

12/1(日)

8:30

9:00 A3位 TAKA BS 9-11① D3位 アベーリャス千葉FCハッサ 運営スタッフ

9:25 A1位 アベーリャス千葉FCセレソン QF1 D2位 ヴィオレータFC 9-12①2チーム

9:55 B1位 クレシエンテ成東 QF2 C2位 SONNE STERN QF1 2チーム

10:25 B3位 ISOSOCCERCLUBセグンド 9-11② A3位 TAKA BS QF2 2チーム

10:50 C1位 レーヴェ横浜 kinder QF3 B2位 If Levante FC 9-11②2チーム

11:20 D1位 ISOSOCCERCLUB QF4 A2位 IFC/LIVENT QF3 2チーム

11:50 D3位 アベーリャス千葉FCハッサ 9-11③ B3位 ISOSOCCERCLUBセグンド QF4 2チーム

12:15 QF1勝者 準決① QF2勝者 9-11③2チーム

12:45 QF3勝者 準決② QF4勝者 準決① 2チーム

13:15 QF1敗者 5-8① QF2敗者 準決② 2チーム

13:40 QF3敗者 5-8② QF4敗者 5-8① 2チーム

14:05 準決①敗者 3決 準決②敗者 5-8② 2チーム

14:35 準決①勝者 決勝 準決②勝者 3決 2チーム

15:20 表彰式・閉会式

6分プレーイングタイム3ピリオド制(インターバル2分)

代表者会議

ボールパーソン

【グループステージ】

6分プレーイングタイム3ピリオド制(インターバル2分)で実施する。延長戦・ＰＫ戦は行わない。

★：グループCは1チーム辞退により、試合数の確保も踏まえて、2試合の合計結果で順位を決する。

【ノックアウトステージ】

6分プレーイングタイム3ピリオド制(インターバル2分)で実施する。

（準々決勝）

同点の場合は、延長戦・ＰＫ戦は行わず、グループステージの順位が上位(1位)のチームの勝利とする。

（準決勝）

同点の場合は、延長戦は行わず、5人制のＰＫ戦にて勝利を決する。

（3位決定戦・決勝）

同点の場合は、2分間の延長戦を行い、それでも同点の場合、5人制のＰＫ戦にて勝利を決する。

【5～8位/9～11位決定戦】

色の試合については、6分プレーイングタイム2ピリオド制(インターバル2分)で実施する。

同点の場合は、延長戦・ＰＫ戦は行わず、グループステージの成績の優勢なチームの勝利とする。

（総勝点＞総得失点差＞総得点　の順）

以上をしても同じ場合は、抽選をもって勝利を決する。



▼詳しい試合結果は Goalnote を参照のこと。 

 １次ラウンド   https://www.goalnote.net/detail-schedule.php?tid=16736 

 決勝トーナメント・順位決定戦 https://www.goalnote.net/detail-schedule.php?tid=16737 

 

     優勝 ISO SOCCER CLUB          準優勝 ヴィオレータフットボールクラブ 

       ３位 If Levante FC            最優秀選手 ISO SC 72 番 市村絢斗 

 

11．総評 

 鴨川令徳ビーチコートでは初めての開催となった、2024 年第 7 回関東少年少女ビーチサッカー大会は、

例年 8 月下旬に行われてきた時期を暑熱対策や台風の回避の事由により、秋季に変更し、11 月 30 日・

12 月 1 日の 2 日間にわたって開催した。 

 例年とは異なる 1 ピッチでの実施となり、グループステージから決勝トーナメントまで、2 日間合計

24 試合の過密スケジュールではあったが、レフェリー・運営スタッフの円滑な運営により、大きなトラ

ブルもなく終えることができた。協力いただいたレフェリー、及び、地元ビーチサッカーチーム SONNE 

Kamogawa B.S.の各位に厚く感謝申し上げる。 

 宿泊施設として、廃校を活用したスポーツ合宿施設・小湊さとうみ学校を案内し、5 チームが宿泊。１

日目の夜には、宿泊チームの交流を目的としたバーベキューも行い、出場チームの選手・スタッフ同士の

https://www.goalnote.net/detail-schedule.php?tid=16736
https://www.goalnote.net/detail-schedule.php?tid=16737


親睦を深めることができた。 

 ２日目の決勝トーナメントでは、準々決勝進出チームの一つであるレーヴェ横浜 kinder が代表者会議

に出席せず、同時間に試合会場内に代表者及びそれに準ずる者も不在であった。子どもたちの大会のた

め、たいへん苦渋の決断となったが、準々決勝は失格（不戦敗）の裁定を下すこととなった。なお、準々

決勝のレーヴェ横浜 kinder vs If Levante FC 戦は両チーム協議の上、記録には反映しない交流戦として

実施した。レーヴェ横浜には、運営側からの重要連絡事項のチーム内での共有の徹底と、子どもたち・保

護者の十分なケアを要請した。 

 今回で 7 回目を数える関東少年少女ビーチサッカー大会であるが、開催の積み重ねによって、関東地

域における小学生年代のビーチサッカーの競技レベルは総じて向上しているように思われる。特に、３位

決定戦、決勝戦は、第３ピリオドまで勝敗の行方がわからない拮抗したハイレベルな展開となり、選手の

保護者をはじめ観戦した人たちもビーチサッカーの魅力を十分に実感しているようすであった。こうし

た大会の実施がビーチサッカーの普及にもつながっていくものと固く信じる。 

 開催時期については、猛暑の時期を避け、また比較的穏やかな天気が期待される秋季を選択したことは

評価できる。ただし、地域によってはサッカーのトレセンや、少年サッカーリーグ・大会が開催され、参

加の意思はあったものの、参加できないチームもあったことから、次年度は関係団体やチームとのより丁

寧な日程調整が必要と考える。また、設定しながら実施されていない少女の部についても、積極的にチー

ムを募集し、実現させたいところである。 

 ２日間を通じて、キッチンカー等の複数の出店があり、参加チームや観戦者、関係者に好評であった。

また、決勝戦では実況も入れ、ビーチサッカー特有の雰囲気を演出し、会場の盛り上げを図った。好天に

恵まれたこともあり、会場となった鴨川令徳高校の全面協力により、運営諸室・施設も充実していたた

め、参加チームやレフェリーからは高い評価を得ることができた。 

 次年度以降も継続的に大会を計画、開催していきたい。 

 

 

 


